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お

テオプラストスの生涯と著作 (1)
一一-DiogenesLaertius V巻 36-57節の訳と註一一

(テオフラストス研究1)

斉 藤 手口 也

t土し ヵ: き

アリストテレスが齢 50にしてアテナイに学校を聞いた時ω(B.c. 
335/4) ，師のアッソス滞在時代以来ずっと，彼の下で研究に従事してき

たテオフラストスゅは，働き盛りの 38歳であって，組織的に科学的研

究を進めていこうとするペリパトス派にあっては不可欠の人物であっ

た。前の年にすでに，マケドニアではアレクサンドロスがフィリップ E

世の跡を襲っているが，それから10有余年にわたって，アテナイは，マ

ケドニアの将軍アンティパトロスの管轄の下に置かれることになる。ア

リストテレスの学校は， この将軍の庇護による恵まれた条件の中で発展

していったω〉。

だが，アレグサンドロスの急死 (B.C. 223夏)が反ケマドニア派に反

乱の機会を与えると，これを敏感に察知し，己が身にふりかかる危険を

感じ取ったアリストテレスは，学校の指導をテオフラストスに委ね， 自

分はカルキスに退いたのである∞。この時，テオフラストスは，奇Lく

も，アリストテレスが学校を聞いた時と同じ年令を迎えていた。それか

ら晩年に至る35年の間，彼は学頭として研究と教授の活動に従事した。

関心領域の広さと学識の深さにおいて，師に比肩し得る人は，ベリパ

トス派の中でテオプラストスただひとりなのであるが，彼の著作は，残

念ながら，植物学書など幾つかの著作を除いては，断片的にしか残って

いない∞。
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北大文学部紀要

この哲学者について，一般に説かれているところでは，テオプラスト

スは，師の様な創造的精神を欠いてはいたが，研究対象の細部にわたっ

てその差異を巧みに指摘する能力や事実に合わない理論の弱点を別出す

る能力に優れていたので，師の体系の枠組の中で研究を進めながらも，

その体系の個々の部分を確定し全体を発展させることに功績があった，

とされている∞。

かかる見方が果たして正しし、かという聞いに答えるには，個々の領域

において個別に詳細な研究を行なわなければならないが， ここでは，そ

の内の幾っかについて極く簡単に触れるにとどめざるを得ない。まず，

師の説から離れていると見倣される場合を見るならば，物質理論におい

て，テオフラストスは，師の説に重要な変更を迫ると思われる，四元素

についての独自な観察事実を指摘したが，その観察事実を理論的に基礎

付けるまでには至らなかった(7)。また， r形市上学断片Jにおいて，彼

は，不動の動者と天体運動に関して，師の説を批判したが，それに代わ

る新しい見方を提示したわけではなかった∞。能動理性に関して師に批

判的に難聞を向けているように見える「霊魂論断片」において能動理性

が内在的であると考える場合でも，それは，理性の不生不滅を前提して

のことであり，その他の論点を重ね合わせて判断しても，彼の議論が師

の説に修正を迫るものであるとは言い難く，むしろ，それは，師の説を

補完しながら解釈していったものであると考えられるのである(9)。これ

に対し，植物の部分に関する形態学的概念を完成させた彼の植物学は，

基本的には，観察事実の積み重ねに基づいて原因の探究に向かう，師の

動物学研究の方向に沿うものではあるが，この分野における彼の独自性

を見逃すわけにはいかない。即ち彼は，動物とは異なる，植物に固有の

実情に即した理論 (ol日 fα0εωp[α) を立てるに際し，動物学における

概念を類比によって植物の世界に適用する安易な道は選ばず，植物の世

界における様々な差異をできる限り詳らかにしながら，弾力に富んだ概

念を作り出していく方途を取ったのである (0)。

彼の資料収集の努力は，アリストテレスに協力して書き上げた 158に
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テオフラストスの生涯と著作 (1) 

及ぶポリスの「国制誌J(DL V 27)にその一端を窺うことができる。

彼が師の体系に沿って集めた資料は，ほとんどの学問分野にわたってい

て，その情報は，後世の諸家の書物に吸収・保存されている。

この様に精力的な学問的活動は，ディカイアノレコスとの論争において，

「理論認識的生活」を「実践的生活」よりも優位に置いた彼の学者魂に

支えられていたく11)。彼の倫理学は， ブロネーシスに諸々の徳を統括す
アレテ戸 アレテー

る機能を与え，倫理的徳と知的徳とを区別する，その枠組において師の

圏内に留まるものであるが〈12〉，同時に，自然主義倫理学の傾向を帯びた

ものでもある (13)。アレテーに即した活動として規定される幸福に外的

善が関与するとの彼の説〈叫は，ストア的倫理主義の対極に立つもので

ある。

『性格論』に描かれた人物像が，いずれも悪徳の保持者であるにもか

かわらず，倫理学的臭いを感じさせないのは，具体的な事実の中に差異

を見出そうと常に事物に撤した彼の認識態度によるものであろう。

この書に見られる様な透徹した批評眼は，彼の流暢な語り口と相倹っ

て，一般向けの講義を魅力的なものにした(15)。この講義を通して彼は広

くアテナイの人々に親しまれていたらしく， 85歳の長寿を全うした葬儀

の日には，実に多くの人々が彼の死出の旅を見送ったという。

本稿は，テオフラストスの生涯に関する唯一のまとまった資料である

「ディオゲネス・ラエノレティウス，有名な哲学者たちの生涯と学説」の

第 5 巻第 2 章35~57節を訳出し必要な註記を行なったものであるが， こ

れに含まれる著作目録についても註を付けた。これは著作の同定と，そ

の概観を与えることを目的としたもので，学説の詳しい検討には立ち入

っていないが，必要な説明は付したつもりである。

翻訳の底本として次の校訂本を使用した。カッコ内は本稿で使用する

略号である。

。DiogenisLaertii Vitae Philosophorum， recognovit H. S. Long， 

Oxonii， 1964， Oxford Classical Text (Long) 

訳出に際して，次の諸訳本を参考にした。
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o Diogenes Laertius with a English translation by R. D. Hicks， 

voL 1， 1925， Loeb Classical Library(Hicks) 

。DiogenesLaertius， ubersetzt und erlautert von O. Ape1t， Bd. 

1， 1921， Philosophische Bibliothek， Band 53 (Apelt)， K. Reich 

によるこわしの増議第2版 (1967)がでている。

o Diogene詰 Laertiusde vitis…， ed; H. G. Huebnerus，テキストと

ラテン訳 (Ambrosius 訳)， 1828， vol. 1.， Commentarii in 

Diogenem Laertium， vol. 1， 1. Casauboni notae etque A. 

Menagii observationes et emendationes (H註bner).

、て使用した文識は次の通りである O

o L. Bauchet，註istoireDe Droit Prive De La ]主epublique

Athenienn e， 1897， rep. Arno， 1976， vol. UI (Bauchet). 

。J.Bernays， Theophrastos' Schrift uber ]デ1・δmmigkeit，1866， 

rep. Olms， 1979 (Bぽ nay器).

。1.M. Bochensky， La Logique de Theophrast， 1947 (Bochensky). 

o C. A. Brandis， Handbuch der Geschichte der Griechisch;c: 

Romi詰chenPhi1osophie， III， 1 (Brandis). 

。五.G. Brun， Die Testamente der griechischen Philo詰ophen，

Zeitschrift der Savigny-Stiftung fur Rechtsgeschichte， t. 1， 

Romanistische Abtheilung 1 (Brun). 

o A.-H. Chroust， Aristotle， New 1ight on his 1ife and on some of 

his works， 1973， vol. 1 (Chroust). 

。E.Derenne， L合sProces d' Impiete， 1930， rep‘ Arno， 1976 

(Derenne) . 

。日.Diels， Doxograhi Graeci， 1879， editio iterata， 1929 (Diels). 

o P. M. Frazer， Ptolemaic Alexandria， 1972， 3 vols (Frazer). 

。W.K. C. Guthrie， A History of Greek Phi1osophy， vol. 6， 

Aristotle， 1981 (Guthrie). 

o W. Jaeger， Aristoteles， 1923 (Jaeger). 
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テオフラストスの生涯と著作 (1) 

。W.M. Kneale， The developement of Logic， 1962 (Kneale). 

。W.Krol1， Paulys Real-Encyclopadie der Klassischen Altertums 

Wissenschaft， Supplementband VII， 1039-1138， Rhetorik (Kroll). 

。J.P. Lynch， Aristotle's School， 1972 (Lynch). 

。D.M. MacDowel， The Law in Classical Athens， 1978 (Mac. 

Dowel). 

。P.Moraux， Les Listes Anciennes des Ouvrages d' Aristote， 

1951 (Moraux). 

。O.Regenbogen， Paulys Real-Encyclopadie der Klassischen 

Altertums Wissenschaft， Supplementband VII， 1354-1562， 

Theophrastos (RE C巻数なしJ)

。V.Rose， Aristoteles Pseudepigraphus， 1863， rep.， Olms， 1971 

(Rose). 

o M. Schmidt， Commentatio de Theophrasto rhetore， 1839 

(Schmidt). 

o F. Solmsen， Die Entwicklung der Aristotelischen Logik and 

Rhetorik， 1929 (Solmsen). 

。F.Solmsen， Demetrios口 pUρ仰!Jげαr;;und sein peripatetisches 

Quellenmaterial， Hermes 66， 1931， S. 241-267 (Solmsen， Hermes 

66). 

o F. Solmsen， The Aristotelian Tradition in Ancient Rhetoric， 

American Journal of Philology 62， 1941， p. 35-50， p. 169-190， 

(Solmsen AJP 62). 

。G.M. Stratton， Theophrastus and the Greek Physiological 

Psychology before Aristotle， 1917， reprint library (Stratton). 

。H.Usener， Analecta Theophrastea， Dissertatio Philologica， 

Kleine Schritfen， Bd. 1， 1912 (Usener). 

o R. Walzer， Magna Moralia und Aristotelische Ethik， 1929 

(Walzer). 

- 5ー



北大文学部紀要

o F. Wehrli， Die Schule des Ari器toteles，Text und Kommentar， 

認44叩 (Wehrli).

。U.v. Willamowitz吋 Moellendorf，Antigonos von Karystos， 1881 

(Willamowitz). 

o E. Zeller， Philo器ophieder Griechen， W，2 (Zeller) 

この他に使用した文款は随時，記しである。

テオフラストスの著作・断片については，次の文献を参殿、した。

o Theophrasti Eresii opera quae supersunt omnia， Parisiis， 

Didot， 1866， ed. F. Wimmer， Unver詮nderterNachdruck， 1964， 

Minerva GmbH.，鱗片集成は p.321-462にある。註記における断片

Wimmerの番号付けによる。

o Theophrastus， Enquiry into Plants， A. Hort， 2 vols， 1949， Loeb. 

。Theophrastus，De Causis Plantarum， B. Einarson and G. K. 

K. Link， 1976， Loeb. 

" Theophrastus剖etaphysics，with translation， commentary and 

introduction by W. D. Ross and F. H. Fobes， 1929 (及。ss)

。Theophrastu話， On Stones， introduction， greek text， English 

translation， and commentary by E. R. Caley and J. F. C. 

Richards (Caley). 

。R.D. Hicks， Aristotle de Anima， 1907， rep. Arno， 1976， p. 589叩

596 (沼化ksde Anima). 

。Theophratsus，Characters of Theophrastus， R.C. Jebb， 1870， 

a new edition ed. by J. E. Sandys， 1909， rep. Arno， 1979 (Jebb)， 

o Thophrasti characteres， H. Diels， 1907， OCT. 

o Theophraste caracteres， O. Navarre， 1964， Les Belles Lettres. 

" Bernaysの

。Diels 。

。Strattonの上掲議。

なお， Paulys Real-Encyclopadie der Klassischen Altertum詰
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一 註

(1) DL (田ひiogene器 Laertius)V 4-5， cf. Chroust 133弘

(2) Jaeger， 116， 1). 

(3) ibid， 333. 

(4) Chroust， 145ft 

(5) Ii'役務総五は彼の死後まとめられた̂ ケッチ条であるくJebb，16-17)0 Il'形湖上

学断片』は，断片ではなく，小事事と見{欲される〔及。器科X.)。その他， r石につい

て1.U鼠についてj，u気象の兆候についてj]， r火について.Jl.r臭いについてふ

「感覚と感覚されるものについてjなどが比較的まとまった内務を伝えているo

Brandis， 372， T. Gomp君rz，The Gre君kThinkers 4， 4詰8.，ZeUer， 809. 

Regenbo富en，RE 141吉.

Ross， XXV. 

Hicks d申 Anima，594-96. 

Regenbogen， RE 1469-1472. 

Cicero，註dAtt. n 16， 3.， Zell巴r，858.

Brandis， 361， 357-58. 

この点さと拐らかにした論文として F.Dirlmeier， Die Oikeios Lehre Theoph噌

rasts， 1937， Philologus， Suppl. 30， 1， pp.ふ-46.があるo

F. Dirlmei母r，ibid. pp. 12-19. 

DL V 37， Athenaeus， IV 130d. 

古代ギ手シヤの人名と地名の表記において，隊員3として炎音符は翁絡した。

RE (巻数・頁数付記〉と略記した。Wissenschaftは，

J
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b
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何
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V
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v
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、
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き4
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一一-DiogenesLaertius V拳純一57簡の訳一…ー

お8 アテノド Pスくわがその箸 r散策』テオプラストス(1)は，

コニレソスの人であり，洗濯業者メランテスの選、子

である。この人は，初め故国で問郷人プノレキッボスに学んだc後にプラ

トンに学び，くやがてこの人から離れ〉ブヲストデレスの所へ行った切。

いて述べている様にき

アリストテレスがカノレキスに穏退して，殺が第114オ予ンピア紀に学派

を継いだ。アマストリスのミ品ロニアノスfめがその著?歴史人物対比録

おいて述べている様に，ポムピュ世ス〈りという名の彼の奴1 

隷も哲学者であったといわれる。テオフラストスは，非常に稔朗で勤勉

一7-
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北大文学部紀要

な人であり，パンピ L仰がその著『備忘録』第32巻において述べている

様に，喜劇作家メナンドロス∞の師であった。彼はまた，面倒見がよく

誰とでも議論を好む性質の人であった。カッサンドロス fめは彼を引見し，

プトレマイオス〈めは彼の所へ使いを送った。彼はアテナイの人にたい

へん重んじられていたので，ハグノニデス(10) が不敬度の罪(11) で彼を

公訴する挙に出た時は， c逆に〕訴訟に敗れ，危く罰金を科せられるとこ

ろであった(12)。二千人余りの人々が彼の講義を聴きに通った。ペリノ什、

ス派のファニアス(13) に宛てた書簡において， この人は特に講義(14) に

ついて語っている。「多人数の聴衆の心をつかむことは言うに及ばず，望

みに適った沙人数の集まりでさえ，その心をつかむことはたやすいこと

ではない。だが，講義は著作の改善をもたらす。当1今の青年たちは，ど

んなことについてもそれを引き延ばしたり無視したりすることに耐えら

れないのだ。J15) 彼はこの書簡の中で(自分を)学者と呼んだ(16)。

このような人であったにもかかわらず， しばしの間， この人は他の哲

学者たちと共に(アテナイを)去ることになった。アムピスクレイデス

の子ソフォグレスれわが，評議会や民会の許可なくして哲学者が学校を

主宰すること能わず，之に反すれば死刑という法律を提案したためで、あ

る。しかし， フィロン (8) がソフォクレスを違法な提案をしたとの事由

で公訴(19) したおかげで，彼らは翌年すぐに戻れることになった。その

時，アテナイの人々は，その法律を無効にし， ソフォグレスに 5タラン

トンの罰金を科した上で，テオフラストスも(アテナイに)戻って従来

通りの生活ができるようにと，哲学者たちの帰還のために投票したので、

ある。アリストテレスは，テュルタモスと呼ばれていたこの人がいかに

も神々しい話し方をするので， テオフラストスと改名してやった (20)。

この人は，アリスティッポスがその著『昔の人々の逸楽~(21) 第 4 巻で述

べている様に， 教師でありながらアリストテレスの息子ニコマコス(22)

と愛人関係にあった。アリストテレスは，既に述べられた様に，クセノ

クラテス(23)と彼自身を比べてプラトンが言った〈刊のと同様の事を，即

ち一方には轡が，他方には拍車が必要であるという事を，この人とカッ
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テオフラストスの生涯と著作 (1) 

ワステネス (25)について語ったといわれる。テオフラストスはずばぬけて

鋭敏で考えた所を余す所なく正確に表現するのに比べ，カッリステネス

は鈍重で無器用なたちであったためで、ある。アリストテレスの死後，フ

ァレロンのデメトリオス (26) と懇意であった関係で，彼はこの人の助力

で個人の庭園を取得したといわれているがJ27〉この人には次の簸言があ

る。回く， I秩序なき議論よりも手綱なき馬を信じるべきであるんまた，

酒宴の席で黙して語らぬ人に彼は言った。「君に学がないのなら賢明な

振舞いだが，教育を受けているのなら愚かなことだJ，と。常々，彼は時

間こそ最も高価なものだと言っていた。

彼は長寿に至って85歳の生涯を終えたが，それは仕事をやめて程なく

のことであった。我々は彼に次の句をよせるく26)。

このことば うまい具合に

いわれたものよ さる人に

知恵の弓緩めばすぐに くだけ折る

まこと 勤勉暮らしのテオフラストス

しっかりしていた足腰も

隠退するとたちまちに

萎えてしまって あの世行き

何か言い遣しておくことはないかと弟子たちに尋ねられて，彼は次の

ように答えたといわれる。「特にないが，このことだけは言っておく。人

生はその名声の故に多くの見せかけだけの喜びを(我々に)与えるもの

だ。我々は生き始めようとするその時に死んで行くのである。だから，

名声を愛することほど無益なことはない。達者でいなさし、。そして忠告

するが，苦労ばかりだから，私の説教は放っておくか，それをしっかり

守るかしたまえ。その時の名誉は大きいものだから。人生は有益に見え

てもそれより一層虚しいものなのだ。もはや私には為すべきことを論ず

るいとまはなし、。君たち自身でそのことを探究してくれたまえ(29)J。こ

のように語って彼は息を引き取ったといわれる。そして，伝えられる所

によれば，アテナイの人々はこの人を尊敬していたので，こぞってその
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葬列に加わったとのことである。老年になって彼は龍で、運ばれたとファ

ボリノス (30)はいう。彼によれば，このことをヘルミッボス(31)がし、って

おり，そLて， この人は， ピタナイオスのアルケシラオス (32) がキュレ

ネのラキュデス (33)にあてて書いた言葉を引用しているとのことである。

彼もまた，非常に膨大な数の著作を残した。まことに優れたものであ

るから， それらも記しておくべきだと思う。それらは次の通りであ

るく34)。

1 分析論前書 3巻

2 分析論後書 7巻

3 推論の分析について 1巻

4 分析論要綱 1巻

5 トポスの還元 2巻

6 争論的論法の理論に関する論争

7 感覚について 1巻

8 アナクサゴラスに対して 1巻

9 アナグサゴラスの教説について 1巻

10 アナクシメネスの教説について 1巻

11 アルケラオスの教説について 1巻

12 塩，ソーダ， ミョウパンについて 1巻

13 石化物について 2巻

14 不可分の線分について 1巻

15 講義 2巻

16 風について 1巻

17 徳の種類 1巻

18 王制について l巻

19 王の教育について 1巻

20 生活様式について 3巻

21 老年について 1巻

22 デモグリトスの天文学について 1巻
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23 気象学 1巻

24 エイドーロン(似像)について 1巻

25 臭い，色，肉について 1巻

26 宇宙について 1巻

27 人聞について l巻

28 ディオゲネスの教説の集録 1巻

29 定義 3巻

30 エロース論 1巻

31 エロースについて再論 1巻

32 幸福について 1巻

33 種について 2巻

34 廟摘について 1巻

35 神愚りについて 1巻

36 エムペドクレスについて 1巻

37 エピケイレーマタ(弁論術的拡大推論)

38 異議集 3巻

39 本意の行為について 1巻

40 プラトンの国家篇要綱 2巻

41 同種の動物における声差異について 1巻

42 突然現われるものについて 1巻

43 暁む動物と刺す動物について 1巻

44 妬み深いといわれる動物について 1巻

45 乾燥地に分布する動物について 1巻

46 体色を変化させる動物について 1巻

47 冬眠する動物について 1巻

48 動物について 7巻

18巻

49 アリストテレス的な「快楽についてJ 1巻

50 快楽について再論 1巻

51 命題集 24巻
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52 温と冷について 1巻

53 めまいについて 1巻

54 汗について 1巻

55 肯定と否定について 1巻

56 カッリステネスまたは哀別について 1巻

57 疲労について 1巻

58 運動について 3巻

59 石について 1巻

60 ベストについて 1巻

61 失神について 1巻

62 メガラ派 1巻

63 憂欝症について 1巻

64 金属について 2巻

65 蜜について 1巻

66 メトロドロスの教説の集録 1巻

67 気象学 2巻

68 酪町について 1巻

69 アルファベット順による法律集 24巻

70 法律集要綱 10巻

71 定義によせて 1巻

72 臭いについて 1巻

73 酒と油について

74 第一前提集 18巻

75 立法家 3巻

76 政治学 6巻

77 時宜から見た政治論 4巻

78 ポリスの慣習 4巻

79 最良の国制について 1巻

80 問題集 5巻
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81 諺について 1巻

82 凝固と溶解について 1巻

83 火について 2巻

84 気息について 1巻

85 中風について 1巻

86 窒息について 1巻

87 精神錯乱について 1巻

88 感情について 1巻

89 気象の前兆について 1巻

90 誰弁 2巻

91 推論の解除について 1巻

92 トピカ 2巻

93 懲罰について 2巻

94 毛髪について 1巻

95 借主制について 1巻

96 水について 3巻

97 睡眠と夢について 1巻

98 親愛について 3巻

99 名誉心について 2巻

100 自然について 3巻

101 自然学説誌 18巻

102 自撚学説誌要綱 2巻

103 自然学 8巻

104 自然学者たちに対して 1巻

105 植物誌 10巻

106 植物原因論 8巻

107 樹液について 5巻

108 虚偽の快楽について 1巻

109 魂について，一つの命題
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110 非技術的立証について l巻

111 単純な難問について 1巻

112 和声論 1巻

113 徳について l巻

114 論点の反論 1巻

115 否定について 1巻

116 格言について 1巻

117 可笑しな事について 1巻

118 午後の講義 2巻

119 分割 2巻

120 差異について 1巻

121 犯罪について 1巻

122 中傷について 1巻

123 称賛について 1巻

124 経験について 1巻

125 書簡 3巻

126 自然発生する動物について 1巻

127 分秘について 1巻

128 神々への頚歌 1巻

129 祭式について 1巻

130 幸運について 1巻

131 エンチューメーマ(弁論術的推論)について 1巻

132 発見について 2巻

133 倫理学講義 1巻

134 性格論 1巻

135 喧騒について 1巻
ヒストリア

136 歴史について 1巻

137 推論の判定について 1巻

138 海について 1巻

-14ー



テオフラストスの生i屋と著作 (1) 

139 へつらいについて 1巻

140 カッサンドロスに贈る「王位についてJ 1巻

141 喜劇について 1巻

142 C韻律について l巻1

143 文体について 1巻

144 論法集録 1巻

145 解除集 3巻

146 音楽について 3巻

147 韻律について 1巻

148 メガクレス 1巻

149 法律について 1巻

150 法律違反について 1巻

151 クセノクラテスの教説と集録 l巻

152 交際論 1巻

153 誓言について 1巻

154 弁論術の規則 1巻

155 富について 1巻

156 詩学 1巻

157 政治学， 自然学，恋愛術，倫理学の諸問題 1巻

158 序論集 1巻

159 諸問題集録 1巻

160 自然学の諸問題について 1巻

161 例証論法について 1巻

162 提題と陳述についで 1巻

163 詩学再論 1巻

164 智者について 1巻

165 忠告について 1巻

166 破格語法について 1巻

167 弁論術について 1巻
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168 弁論術について， 17種類

169 演技について 1巻

170 アリストテレスまたはテオフラストスの研究草稿集 6巻

171 自然学説誌 16巻

172 自然学説誌要綱 1巻

173 優美さについて 1巻

174 (性格論 1巻〕

175 偽と真について 1巻

176 神に関する研究の歴史 6巻

177 神々について 3巻

178 幾何学史 4巻

179 アリストテレス動物論の要綱 6巻

180 エピケイレーマタ(弁論術的拡大推論 2巻

181 命題集 3巻

182 王制について 2巻

183 原因について 1巻

184 デモクリトスについて 1巻

185 (中傷について 1巻】

186 生成について 1巻

187 動物の知性と習性について 1巻

188 運動について 2巻

189 視覚について 4巻

190 定義に寄せて 2巻

191 r与えられている」という事について 1巻

192 より大とより小について 1巻

193 音楽について 1巻

194 神的幸福について 1巻

195 アカデメイア派の人々に対して 1巻

196 哲学の勧め 1巻
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197 ¥， 、かにすれば国家は最善に治められるか 1巻

198 研究草稿集 1巻

199 シケリアの溶岩流について 1巻

200 一般通念について 1巻

201 C自然学の諸問題について 1巻〕

202 認識の方法にはいかなる種類があるか l巻

203 嘘つきについて 3巻

204 トピカ序 1巻

205 アイキュロスに寄せて 1巻

206 天文学 6巻

207 増大についての算術的研究 1巻

208 アキカロス 1巻

209 法廷弁論について 1巻

210 C中傷について 1巻〕

211 アスチュクレオン， ファニアス， ニカノノレ宛書簡集

212 敬度について 1巻

213 エウイアス 1巻

214 時宜について 2巻

215 対象に適合した理論について 1巻

216 子供の教育について 1巻

217 向上その二 1巻

218 教育について，或いは徳について，或いは節制について 1巻

219 C哲学の勧め 1巻〕

220 数について 1巻

221 推論の言葉使いに関する定義 1巻

222 天体について 1巻

223 政治に関して 2巻

224 自然について

225 果実について
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226 動物について

これらは締めて二十三万二千八百八行になる。したがって，この人の

著作もこれほどの数に昇っているのである。

私は彼の遺言書を発見した(35)。その内容は次の通りである。

「万事順調に行くように。万一の場合，以下のことを遺言しておく (36)。

家にある財産はすべてレオン(37) の息子たち， メランテスとパンクレオ

ンに譲る。 ヒッパノレコスへの貸付金E叫から次の事が為されるよう望

む〈問。まず，ムーサの社殿(40) とその女神たちの像を完全に再建するこ

と〈41〉，そして女神たちの像をより美しく飾るのに効果のあることが何か

あればそれもすること。次に， アリストテレスの肖像と， 以前から社

殿(40) にあった奉納品を再びそこへ安置すること。その次に， ムーサの

社肢に隣接する小柱廊。わを以前に劣らぬさまで建てること。そして地

図が書き込まれている板を下座の柱廊〈叫に立てること。また，祭壇も

完全で優美な姿になるよう修復すること。更に， ニコマコス(44) の等身

像が完成されるよう望む。その像の彫塑費用だけはプラグシテレス〈仰

に支払ってあるので，他の費用は上記の金から支払われること。その像

は，遺言書の他の記載事項も合わせて執行する人々によいと思われる場

所に置かれること。社践と奉納品に関わることは，以上のようにされた

い。スタゲイラにある私の地所(46) はカッリノス(47) に譲る。蔵書はす

べてネレウス〈叫に譲る。庭園仰〉と散歩道(50)及び庭園に隣接するすべ

ての家屋は，皆が常にそこに滞在していることができないので，下記の

友人たちの内で， そこで共に研究し共に哲学することを望む人々に譲

る。その際の条件は，彼らがそれらを譲渡したり，私物化したりはしな

いで，神殿の様に共有し，互いに同胞・友愛の精神で使用することであ

る。このことは，彼らにとって相応しく正しいことなのである。共同体

の成員は， ヒッパルコス，ネレウス，ストラトン，カッリノス，デモテ

ィモス，デマラトス，カッリステネス， メランテス，パンクレオン，ニ

キッポスとする(51)。もし哲学することを望むのなら， メトロドロスと

ピュティアスの子アリストテレス (52) にもこの仲間に加わることが許さ
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れる。この仲間の最年長の人たちは，彼が哲学において最大限の指導と

援助を受けられるよう万全の配慮をされたい。庭園の中で最も相応しい

所に私を埋葬し(53)葬儀や墓碑については，無駄な経費を慎むこと〈刊。

既に同意されているように，ポムピュロスも(上記の仲間とー諸に)，社

殿，墓碑，庭園，散歩道の手入れについて，彼自身その近くに住み，そ

して以前からの事も行ないながら，気を配ること。それらを所有する人

たちは，彼の利益について配慮されたい。ポムピュロスとトレプテス (55)

は，昔から自由の身であって，私に十分尽くしてくれた。以前彼らが私

から受け取った分と彼らが自分で取得した分，そして，今私がヒッバノレ

コスから彼らに支払われるよう定めておいた二千ドラクマとは，彼らの

所有に確実に帰すべきものであると思う。このことについては，私自身

何度もメランテスやパンクレオンと話し合いをし，彼らは全面的に私に

同意したのである。彼らには女召使ソマタレを譲る。召使の中でモロン

とティモンとパルメノンは直ちに自由の身とする。マネとカッリアは，

四年間庭園に留まって共に働き，誤った行ないをしなくなったら， 自由

の身とする。家財道具の中で、遺言執行人たちがそうしてよいと思うもの

はポムピュロスに譲り，残りは現金に替えること。デモティモスにはカ

リオンを譲り，ネレウスにはドナックスを譲る。が，エウボイオスは売

られること。ヒッパルコスはカッリノスに三千ドラクマを与えよ。ヒッ

パルコスがメランテスやパンクレオンのために，そして以前には私のた

めに尽くしてくれたこと，そして，彼が現在自分の財産状態において危

機に直面していることを，もし知らなかったとしたら，私は，彼にメラ

ンテスやパンクレオンとー諸に遺言を執行するよう命じたことであろ

う。しかし，私の見たところでは，遺言の共同執行は彼らにとってやさ

しいことではないようだし，また，私の判断したところでは，それより

も， 彼らには， 決まった分をヒッパルコスから受け取る方が得なので

あるから， ヒッパルコスはメランテスとパンクレオンにそれぞれータラ

ントンを与えること (56)。それから，遺言執行人たちにも，ヒ γパルコス

は，遺言記載事項の執行にかかる費用(に充当する金額)を各事項の支
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払い期限に合わせて支払うこと。以上の事を執行してしまったら，ヒッ

パルコスは私に対する債務の一切から放免されること。ヒッパルコスが

カルキスにおいて私の名義で貸したものがあるなら，それは彼のもので

ある。遺言記載事項を執行するのは， ヒッパルコス，ネレウス，ストラ

トン，カッリノス，デモティモス，カッリステネス， クテサルコスとす

る。テオフラストスの印が押してある遺言書の写しの一つは， ヒッパル

コスの息子ヘゲシアの所にある。証人は，パッレネ区のカッリッポス，

エウオニュモン区のフィロメロス， ヒュバダイ区のリュサンドロス，ア

ロペケ区のフィロンである。もう一つの写しをオリュムピオドロスが持

っている。証人は上と同じ人々である。さらにもう一つの写しがあり，

これをアデイマントスが受け取った。息子のアンドロステネスが彼の所

へ持って行ったのである。証人は，グレオブロスの息子アリムネスト

ス，フェイドンの息子タラスのリュシストラトス，アルケシオラスの息

子ラムプサコスのストラトン，テシッポスの息子ケラメイス区のテシッ

ポス，ディオニュシオスの息子エピケフィシア区のディオスクリデスで

ある。」

彼の遺言書は以上の通りである。

医者のエラシストラトス (57) も彼に学んだという人々がいるが，多分

そうである。

〔訳註〕

(1) Th (テオフラストス〉の没後，ベリパトス派の学園を継いだストラトンの学頭就

任は，第123オリンピア紀 (DLV 58)の第一年か第二年なので， Thの没年は

前288;7年か前287/6年になる。享年85歳(，性格論」序の99歳との報告は偽〉で

あるから，生年は前372/1年か前371/0年になる。学頭を Ar(アリストテレス)

から引き継いだのが，第114オリンピア紀第三年 (DLV 10， V36， B. C. 323/わ

だからその時は50歳であった。後継者に関する逸話が Gellius，Noctes Atticae 

(N. A.) XIII 5にある。

(2) D Lの中では，1II3(プラトン)， V 36， VI 81 (シノベのディオゲネス)， IX 42 

(デモクリトス)で引用されている。オクタヴィアヌス帝治下のストア哲学者。

スイダスによれば，弟子たちに対する指導，感化において優れていた。 cf.Zeller， 

607， Anm. 652. 
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(3) Thがいつどこで Arに会ったかについてはこの個所以外に資料はない。イェー

カoーは，二人の出会いを Arのア γ ソス滞在時と推定している。そして， Arの

レスボス島ミュティレネ行きは Thの勧誘だとする。 DLの記述については，

これに従うと，最初 Thはアカデメイアに入学し，後， Arと共にアッソスへ移

ることになるが，これは本当らしくないとする(Jaeger116， 1)。しかし，特に

DLの記述を否定する根拠はない。前372/1年(ないし前371/0年〉生まれの Th

は，プラトンの死 (B.C. 34817)の時点ですでに24歳(ないし23歳〉であるから

である。このことに比べ， Thのマケドニア滞在は，彼がスタゲイラに地所をも

つこと (DLV 52) や彼の著書にスタゲイラに関する記述 (h.pl. III， 11， 1.， 

IV，16，めがあることからみて， より本当らしいと考えられる。とすると， Ar 

の教えたアレクサンドロスの親友でもあるプトレマイオスとの接触もそこで当然

あったで、あろう。 Guthrie，35， 1も参照。

(4) この人の名と著作は DLにだけ見える (1114， III 40， IV 8， IV 14， V 36， X 3， 

cf. FHG CFragmenta Historicorum Graecorum， 5 vols， C. Muller) iv 

454-5)0 2世紀以前の人ではないことが名前から推定される。

(5) 初めテオフラストスの奴隷で、あったが，後に解放されたことが遺書〈後出〉から

知られる。 cf.Gellius， N. A. 11 18， 8. 

(6) ネロ帝時代には生きていたエピダウロス生まれの人。主著『備忘録JI33巻の他

に， Il'家事概要JI 3巻， Il'論争についてJ1， Il'性的快楽について』などがある (cf.

Suidas， IIαμ〆Aρ。断片は， 10箇所にある (DL1 24， 68， 76， 90， 98， II 24， III 

23， V 36.， Gellius N. A. XV， 23， 2， 17，3)。フォティウス (Bibliotheca，119b 

17-120'4 B巴kker，Moraux， 158-9)によれば，彼女は，夫と片時も離れず暮ら

した13年の聞に『備忘録』を書いた。本書は，夫から学んだ事，教養のある夫の

客から開いた話，そして自分で読んだ書物からの抜翠をまとめたものである。歴

史，金言，弁論術，哲学，詩などに関する記事が雑然と並ぶが，文体は，面到な

思想を含まない女性特有の簡素なものだという。

(7) rディオベイテスの子，ケピシア区の人メナンドロスは，ソシゲネスのアルコー

ンの時に生まれ，ピリッポスのアルコーンの時，プトレマイオス・ソーテールの

32年に， 52歳で死んだ」とローマ出土の碑文 (IGXIV 1184) に記されている

が，これによれば，生年が前342/1年，没年が前293/2年となる。ところが，こ

れでは享年はせいぜい50歳であるので，ケノレテは，前293/2年は上演番付に名前

の載った年と考え，没年を前291/0年にする。彼によれば，他の資料によって生

年は確定しているが，生年を変える学者もいる (REXV， 709)。作品について

は， rギリシア喜劇全集2J所収の呉茂一氏の解説がある。彼の教育については詳

しく知られていなし、。テオフラストスに学んでいたころの学友ファレロンのデメ

トリオスとの親交が理由で，彼の没落時 (B.C. 307)に巻き添えを食って危険に

直面したが，デメトリオスのいとこテレスポロスがメナンドロスを弁護したので

急場から救われた (DLV79)。ケルテは，メナンドロスが Thの『性格論』に
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影響を与えたとする従来の説を否定し，これと逆の影響関係があったと主張して

『性格論』の成立年代を前319年とする(メナンドロスの『気むずかし屋』は前

317年の優賞作品である〕。これに対して，シュタイ γメッツは， w性格論』の成

立年代を前310年から前300年の聞に置き，その書におけるメナンドロスの影響

を確認する。ただし，メナンドロスには， Thの教説の影響が見られるとする。

即ち，メナンドロスの中には，一度形成された性格は変わらない事，従って教育

には時宣 (/Ca!p6のがある事，それから，獣の血の犠牲を否定した事などが Th

の教説の影響として含まれている (P.Steinmetz， Menander und The. 

ophrastos， Rheinisches Museum， 103， 1969. 185百〉。

(8) マケドニアの将箪アンティパトロスの長男で生年ははっきりしないが，前350年

より以前ではない。アンティパトロスは，アレグサンドロスの死後 (B.C.323)，

実質的にマケドニアの摂政の地位にあったベノレディッカスを"ラテロス，アン

ティゴノス，プトレマイオスと手を結んで破り，名実共に摂政の地位についた。

アγティパトロスが前319年に死亡すると，マケドニアの将軍たちの間で戦争が

本格化する(ディアドコイ戦争〕。まず，ラミア戦争での活躍によりアンティパト

ロスに認められ，彼の死後，摂政の地位についたポリュベノレコンを打破しようと

して，カッサンドロスは，アンティゴノス，プトレマイオスらと連合して戦った。

アジアでは，ポリュベノレコンと手を結んだエウメネスに，アンテイコノスが対決

し，これをプトレマイオスがエジプトから側面援助する形になった。ギワシャで

は，ポリユベルコンとカヅサンドロスの争いがつづいた。アテナイで

戦争後，アンティパトロスの守備隊がムニュキアに駐留し，フォキオンとデマデ

スが寡頭政治を領いていたが，ポリュベルコンが摂政になると，アテナイの政治

に干渉し，これを崩壊させた。その後，前317年ごろまで，カッサンドロスとポ

リュベルコ γの一進一退がつづいたが，やがて前者がアテナイへ通じるすべての

道を征圧した。前317年春，講和条約が成立しアテナイは港と土地の返還を条件

に，マケド=ア守備隊(ニカノルが隊長〉のムニュキア駐留と寡頭制及びカッサ

ンドロス支配下の執政官 (S1C!f1-ε勾τが〉の設置を認める。カッサンドロスは執政

官にファレロンのデメトリオスを任用したくWehrli，Heft IV. fr. 13)。この体制

は若干の曲折はあったものの，前307年まで持続した。アジアにおいて，アンテ

イゴノスは前317年にエウメネスを駆逐したが，次第に大きくなった力を背景に

して，当初の目的であったマケドニア帝国統一の野望を実現しようとした。これ

に対抗して，カッサンドロスは，プトレマイオス， リュシマコスと連合した。か

くて両陣営の戦いが各地で展開した(B.C. 315-301)。前307年に， アンティゴ

ノスの息子デメトリオスが，アテナイを解放し，民主制を復活させた。彼は，さ

らに，キュプロスの海戦 (B.C. 306)においてプトレマイオスを破り，制海権を

握った。だが，その後，アンティゴノスのエジプト攻めも，デメトリオスのロド

ス攻めも共に失敗に終わり.カッサンドロスの巻き返しに道をひらいた。そして，

ついに，プリギアのイプソスにおいて，アンティゴノス父子は，カッサンドロス
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らの連合軍に決定的敗北を喫する (前301年イプソスの戦い〉。アンティゴノス

は死に，デメトリオスは敗走した。デメトリオスの失地回復は，カ γサンドロス

の死まで、待たねばならなかった。この人は，前29817年に没するまで，ギリシャ，

マケドニアにおける地盤を国めていったので‘ある。

父アンティパトロスが Arと親しかった様に，カッサンドロスはベリパトス派

の人々と親交があった。ファレロンのデメトリオスが， Arの養子で守備隊長で

あったニカノルを介しカッサンドロスと親交があって， 前317-307年， アテナイ

の実権を委ねられたことは，注26を参照。この父子は，共に寡頭政を支持し厳し

い支配を行なったが，カッサンドロスには高い教養があったという (Athe.XIV 

620b)o cf. RE， X， 2293-2313. 

(9) マケドニア人ラゴスの息子(前360年を少し過ぎた頃に生まれ，前283年に死す〉。

母アノレシノエの腹に字ませたのはフィリップE世である，即ち，プトレマイオス

はアレクサンドロスの兵母兄弟であるとの伝承もあるが，それはとにかく，彼は，

宮廷待童として幼いころからアレクサンドロスに付き随っていた (RE，XXIII， 

1603-4)。アレタサンドロスの仲間 (sux[pos)と見倣され，前337/6年，追放され

たが，アレクサンドロスが王位に就くと帰国し，遠征には従軍し大いに活躍した。

晩年にこの遠征の歴史を執筆した (FGrH=Fragmenteder griechischen His. 

toriker， 138， Komm. p. 499)。これは，アリアノスの『アナバシス』の資料にな

ったものだが現存しない。アレクサンドロスの死後，前323年エジプト太守にな

ったが，後継者の中で彼だけが，最初から，大王の全領土の統一継承を放棄して

いた(分離派， RE， XXIII， 1608)。後継者戦争については注(8)を参照。前304年，

自ら王を名乗り，その後東地中海一帯に領土を拡げた。カッサンドロスの死後

(B.C. 298)， ファレロンのデメトリオスを受け入れ〈注26)，彼の助言によって

アレグサンドリアに学問研究所ムーセイオンを設立した (Frazer，1， 314-5)。同

じく彼の助言によって図書館設立計画を立てたが，実行はプトレマイオス E世の

手に委ねられた (Frazer，1， 321)。プトレマイオスは，息子の教育のために， Th 

へ使者を送ったものと推定される。 Thの弟子ストラトンがその息子の家庭教師

をしているくDLV 58)。
帥職業的告発家，民衆煽動家。ラミア戦争後， 322年，アンティパトロスのアテナ

イ侵攻に際し追放されるが，ブォキオンの仲介によって他の政治家と共にベロポ

ネソス半島に留まる。前319年，アンティパトロスが死に，アテナイで民主派の

カが強まると帰国。前318年，カッサンドロスとポリュベノレコンのアテナイ占領

合戦の最中，フ元キオン死刑の提案を民会で通過させる。テオフラストを不敬度

で、訴えたのは前317年と315年の間と推定される (Derenne201)。

帥宗教関係の訴訟として， I不敬度」を事由にした rpα伊f;(d，σαrrd[αの場合もあ

る〉の他に，祭式違反に関わる nposoJ.f;がある(後者については，アリストテ

レス全集1Hアテナイ人の国制~ 43章及び p.406の注(7)，MacDowell， 194-5を

参照)0I不敬度 dσSs.Iα」とは， Ps-Ar.， de virtutibus et vitiis 1251a31によ
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れば， I神々や神霊，あるいは故人・両親・祖国に関する(伝来の習慣の〕違背」

と定義されるが，前5世紀後半における思想上の激動期以来アテナイで、は，哲学

者たちが無神論という形の不敬度の罪で訴えられてきた。主な人として，前5世

紀では，アナタサゴラスとプロタゴラス(いずれも告発者の敗訴に罰則がない

sl(JαrroA.!αによる〉が，前4世紀では，ソクラテス〔前399年)，アリストテレス

(前323年，実際には行われなかった)，テオプラストス，スチィルポン(前320年

以降の年)，テオドロス(前 317と前307年の聞の年〉が挙げられる (Derenne

の書を参照〉。

自由 公訴(その種々の形式のリストは MacDowell，58) において告発者が5分の 1

以下の評決しか獲得できない場合，もしくは訴訟を途中で取り止めた場合， 1000 

ドラクマの罰金を払う義務があった。そして，その人は当該の公訴を行なう権利

を剥奪された。罰金を払えない場合はポリスへの債務者となり，全ての市民権を

剥奪された。 olσαrroUαなと。の例外については MacDowell，64を参照。

帥 スイダスによれば，ファニアスかファイニアスとなっているが，後者の方がよい

(cf. RE， XIX， 1565)。第111オリンピア紀(B.C. 337/6-334/3)以降アレグサン

ドロス時代 (B.C. 336-323)に生きていたとあるが，第111オリンピア紀が盛期

(40歳頃〉であろう。とすると，同郷の Thと同世代である (Wehrli，Heft IX 

27)。ファイニアスがアテナイにいた確かな証拠はないが，彼は， Arの弟子であ

るから， Arのアッソス・ミュティレネ時代だけにとどまらず，アテナイに学校

を開いてからも Arと交渉をもったであろう。同郷の二人がエレソスの倦主を打

到したとの報告がある (fr.7 Wehrli)が，その時 (B.C. 334)， Thはアナナイ

に，ファイニアスはレスボスにし、たと推定される (cf.Wehrli， 28)。著作として

は， 論理学関係 (fr. 8 Wehrli)の他， I植物論」や傍主論関係のものがある

(FHG II 293.， Wehrli， Heft IX， 9-21)。プルタノレコスは彼を「哲学者にして歴

史に詳しい人J(Solon， 14) と評した。彼の記述の仕方は， 個人的資質(たと

えばテミストクレスの名声欲〉からその政治行動を説明するものである (RE，

XIX， 1688-90)。

帥書簡の内容から見て， 101閥均ptoυ〈裁判所)Jでは意味がとれないので，アーベ

ルト (010αIC'r7Jpioυ〉やワイズ (010αqICαAIou)の修正を受け入れねばならない。

いずれも「講義」と訳せる。 Hicks，484や Long，215の校訂及び Apelt，333 

を参照。

帥 アーベルト (Ape1t， 333)は，この書簡断片は教授の困難さとその苦労を表明し

ているとみる。ヒッグス (Hicks，484)は，講義の効用を説くとする。レーゲン

ボーゲン (RE1359)は， ωがtli.e仰を，アーベルト，ヒックスの様に「現在の

青年たちJとは解さず， I寄る年波」と解する。つまり，書簡は自著出版の焦りを

表明したものと解する (cf.Wehrli， Heft IX， 27)。彼の解釈によれば， I私のこ

の年令では，何事についても延期することやそのままにしておくことにはもはや

耐え得ないのだ(今，出版しなければいけない)Jという訳になる。
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帥 ヒッグス (Hicks，485)は，lIJ7JOμαmの目的語として someoneを補L、， I或る

人を学者と呼んだ」と解する。アーベノレト (Apelt，333)は内容的にも文法的にも

疑わしい文だとする。レーゲンボーゲンは目的語として sichselbstを補L、，次

の文とのつながりを示す。彼によれば， Iこのような人であったにもかかわらず

云々 」の文は， I学者であったにもかかわらず，学問の自由に対する介入に際し，

自らの所信を公けにしたがために追放された」という意味になる (RE，1359)。

ヒックスに従えば， Iアテナイの人々にこれほど人気があったにもかかわらず追

放された」という意、味になる。

帥前307年，デメトリオス・ポリオルケテス〈πOJ.IOplC切れ町々の攻囲者，岩波文

庫フaノレターク英雄伝 11，p. 8を参照〕がアテナイを攻略し，カッサンドロスの守

備隊が撤退して，ファレロンのデメトリオスがテパイへ逃れたあと，スニオン出

身のこの人が，マケドニア派と見倣されたベリパトス学派の追放を主な目的とし

て，この法案を提案した。この法律について， J. Pollux， Onomastikon IX 42， 

ed. Bekker， pp. 368-369にも報告がある (Lynch，103-4.， Willamowitz， 270)。

上記の様に，この年には，ファレロンのデメトリオスの友人メナンドロスも危険

に晒されている。この法律の提案年については， Derenne， 214(1)を参照。

(l$遺言書 (D.L V 51-57)にも見えるアロベケ区出身のフィロン (V57)oArの弟

子である。アテナイ人の資格で， ソフォグレスを παpalJOμα(次註〕で公訴し

た。ソフォグレスはデモステネスの甥デモカレスの弁護を受けたが敗訴した

(Athenaeus， XIII， 610e， 508f)。

帥 rpαv争παpνop.ων，法案の提案者は，それが現存の法に形式においても内容にお

いても背馳しないよう注意しなければならないが，背馳があった時は，告発(公

訴〉された。告発者が誓言 (6πωμoatゆすると，すぐ件の提案は，既に民会を通

過したものであっても保留にされた。告発者が勝てば，提案者は，通常，罰金刑

に処せられ，提案は無効となる。三度 παpalJop.αで有罪になると市民権を失な

う(MacDowell，50)。今の場合，哲学者たちの国外退去は危険を避けるためだっ

たと思われる。 παpalJOμα の内容について，ヴィラモーヴィ γ ツは，アテナイの

学校が 8/ασoSとL、う宗教結社であって，その法的地位をソフォグレスが侵害し

たと解釈した (Willamowitz，271-2)。これに対し，リンチは，アテナイの学校は

etαaO宮ではなかったとし， ソフォグレスの提案はアテナイにおいて一般に認め

られていた自由結社の権利を侵害したので，彼は πapf:qop.αで訴えられたとし

Tこ (Lynch，117任〉。

倒 スイダスによれば，神の如く話す故に， Arによって，初め EIJタpα針。S，ついで

θεd伊pασ'1"0宮と呼ばれた。同様の報告がキケロ， クインティリアヌスにもある

(Cicero. De Oratore 19， 62， divinitate loquendi.， Quintilianus， Institu-

tiones Oratoriae X. 1， eloquendi nitor i1le divinus)。ブランディスはこれ

らの報告を疑う (Brandis，251)。

帥前3世紀，没落の道をたどるアテナイで、は，偉大なものや倫理的なものに対する
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一般的嫌悪感が広がっていた。また，当時アルケシラオスの力量によって論戦的

アカデメイアが台頭していたくB.C. 250-30)。この書は，前3世紀後半における

この様な状況の中で，特にアカデメイアを嫌った人物によって編まれた哲学者性

愛録とでも言うべきものであるが，著者は，テオフラストス(B.C. 372/1-288/7) 

やポレモン(B.C.276没〉に言及しているので， キュレネのアリスティッポス

(B. C. 435-350)で、はない。 cf.Wi1lamowitz， 48-53. 

伺 Arの庶子。 Arの遺書では，未成年のニコマコスの後見人に Arの甥ニカノノレ

が指名されたが， 彼が前317年にカッサンドロスによって謀殺されたため， Th 

が育てた (Arの遺書には Thへの依頼がある， DL V 12)。アリストグレスによ

れば，彼は若くして戦死した (apudEusebius， praeparatio evangelica XV 

2， 15， 793)。従って，スイダスにおける， r哲学者であり『ニコマコス倫理学~，

『父の自然学講義について』を残す」との記述は疑わしい。

帥 カルケドン生まれ，アガテルノの子。若い頃からプラトンに学び，プラトンの死

(B. c. 348/7)後， Arと共にアッソスに招かれ，ヘルミアスの死 (B.C.341) 

の年までそこに留まり，その後カノレケドンに戻る (RE，Zweite Reihe IX， 2， 

1512)。前339年， 病床のスベンシッポスがクセノクラテスを学頭にと呼び戻す

(DL IV 3)。スベウシッポスに従ったわけではないが，学員らはクセノクラテス

を学頭に選出する。以後，前314年に没するまで、その任にあった。厳格な性格で優

しさには欠けていたが， 信望厚く， 前322年， アンティパトロスとの交渉に際

し，外国人ではあったが，フォキオンらと共に派遣された。彼は，守備隊駐留を

認める妥協に最後まで反対し，自由ギりシャの精神を示した(Plut.，Phocion 27)。

後日，市民権授与の申し入れに対し，アテナイの現在の政策には加われないとし

て拒否した (Plut.， Phocion 29)。哲学的には，プラトンの百科全書的体系化を試

みたが，倫理学の実用にも関心があった。

制 DLIV6に次の記述がある。「彼(クセノグラテス〕は生まれつき鈍聞であった。

それでプラトンは，彼と Arを比較して語った， Ii'一方には拍車が，他方には轡

が必要だ~，また， Ii'私は一方をウマの如くに，他方をロパの如くに駆る~，と。」

帥 Arの姪ヘロの息子でオリュントス出身。父はテ、モティモスかカッリステネス。

オリュントスは前348年にフィリップス E世によって破壊されたので，カ γ リス

テネスは Arに育てられた。 Arのアッソス時代 (34817-345/4)に既に同行し

ていると推定されるが， それは， 彼が， アッソス時代の後援者へノレミアスの死

(B. C. 341)に際し，賞徳文を寄せているからである。アッソス時代20歳とすれ

ば，生年は，前367年前後になる (Chroust，83-4.， Brown， Ca1listhenes and 

Alexander， AJP LXX. 3， 1949， pp. 226-228)0 Arのマヶ γニア行にも同行

し， Arがそこを離れたあとも，ベラの宮廷に留まる。前334年，アレクサンド

戸スの遠征に加わるが，その役割は，歴史家として遠征記録を残すことであった。

既にそれ以前に，彼は， Arの指導の下で『ピュティア競技における優勝者リス

ト』を作成し， 第三次聖戦についても書いている。その他多くの著作を著した
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が，名声を高めたのは， wへレーニカ~ (ペルシャ王アルタクセルクセスとギリシ

ャ人との和平(B.C. 387/6)以降，フォキス人フィロメノレスのデノレブォイ神殿強

奪までの30年史〉である。遠征中，大王に「へつらうJことなく， 1"遠慮なく自由

な立場で話したJ(DL V5)彼は，平伏を拒否したことから王の反感を買い，ほ

どなくへルモラオスの陰謀事件に連座し処刑された(B.C. 327)。獄中病死説も

あり，第一次報告者の聞でも政治的意図の違いから異なった報告が見られるとい

う。 Arは処罰の不当性を感じながらもカッリステネスにも責任の一端があると

して沈黙を守ったが， Thは，アッソス時代以来の親友の死を嘆き， wカッリステ

ネスまたは哀別について』を書いてアレクサンドロスを非難した。カッリステネ

スは，自然現象にも興味をもち，遠征先からリュケイオンの学園へ資料や報告を

送った。 cf.RE， X， 1674-1726 

帥 ファノストラトスの子で， アテナイの外港ファレロ γの生まれ (DL V 75， 

Suidas)である。家柄はあまりよくない (DLV75-6)。彼は，ハルパロスがアレ

クサ γ ドロスからのがれアテナイ iこ到着した時 (B.C. 324)に，政治の世界に足

を踏み入れたくDLV75)。政治参加は18歳以上で、あるから，彼の生年は前342年

以前ということになる。 Thに学び， メナンドロスやデイナルコスの知遇を得て

いる (Suidas，DL V75， V79.， Wehrli， H巴ft4， fr. 2)。彼はブォキオン派に参加

し，民主制lに反対した (Wehrli，fr. 10， fr.ll)。前319年における民主派による

フォキオン派弾圧の時には，彼はカサンドロスのベイライェウス守備隊長ニカノ

ルの下へ逃れている。カッサンドロスによるアテナイ外港占領 (B.C.318)につ

づく講和交渉において， 彼はカッサンドロスの指名を受け， アテナイの執政者

釘rμはがれとなった。その執政は10年に及んだが，彼は，アテナイの人々のぜい

たくを押え，収入と建築においてポリスを成長させた (DLV75.，λth.， XII 542e)。

カッサンドロスの支配の下で平和と繁栄をもたらした彼の治政は， Arの政治学

の適用を試みたものといえるくcf.RE， IV， 2827-28)。前307年に，アンティゴノ

スの息子デメトリオスが「ギリシャの自由」を掲げて，アテナイを占領した時，

彼の治政は終わった。テーパイへ逃れ，そこでキュニコス派のグラテスと交わる

(Wehrli， fr. 50， fr. 58a， fr. 58b)。前297年にカッサンドロスが死ぬとアンティゴ

ノスを恐れ，カッサンドロスと友好関係にあったエジプトのプトレマイオスの下

へ逃れた (DLV78)。プトレマイオスは，彼のアテナイにおける実績を評価し，

立法府長官に任命した (Wehrli.f. 65， Kommentar p. 55)。彼は，プトレマイ

オスの生前において，フィラデルフォスにではなく，腹違いのもう一人の息子

(アンティパトロスの娘エウリュディケに生ませた子〕に王権を委譲するよう勧

告したが，聞き入れられなかった。フィラデルフォスの即位後，彼はこの人の命

令によって田舎に監禁されていたところ，毒蛇にかまれて死んだと言われる (DL

V 78.， Wehri.， fr 55， Kommentar p.55)。政治，法律，倫理に関する著作を多

く残したが，その巻・行数の量はベリパトス派随ーといわれるのLV 80)。邦

語文献として，粟野頼之祐「ファレロンのデメトリオスとアレクサンドリア事府

ヴ
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の創建について」西洋古典学研究Hがある。
グーセノス メトイロス

制 Thは外国人であって，在留外国人だとしても，通常では土地と家庭の所有は許

されない。ここでいうデメトリオスの仲介とは，アテナイに功績のあった外国人

に授与される特典のひとつである lrK:r甲山宮(土地家屋所有権〉の授与のことであ

ろう。この権利によってアッテカ地方における土地と家屋の所有が認められるの

であるが， Arはこの権利を有していなlかった。 Thによる庭園取得によって，は

じめてアベリパトス学派としての自然、的土台が据えられたわけで、ある (Lynch，

98-99.， MacDowel， 78)0 Lynchへの反論として Guthrie，39がある。

伺 DLにエピグラムは全部で52含まれるが， 1 39， 1 63， VIII 75， IX 43の記述か

ら， rπ'apμε!"posJ とL、う名称のエピグラム集(ないしその第1巻〕が既に DL

の手で作られていたことがわかる。このエピグラム集の全てが DLの自作であ

るか，それとも他の詩人の作も含まれているか，確定できない。52の内31が「ねε-

relaの繰り返し」であり，この作もその中に含められる。他の21は19の異った韻

律で作られている(].Mejer， Diogenes Laertius and his Hellenistic Back-

ground， Hermes， Einzelschriften， Heft 40， 1978， pp_ 46-48)0 Anthologia 

Palatina， vii， 110にこのエピグラムが集録されている (Loeb_The Greek 

Anthology， vol. 11)。このエピグラムの韻律は次の様になる。

OUχlXpα1 !"o~!"o μá I!"α(0νglπosμεp61"叫ν!"lνi1 A$X均

一vvl-vvl-vv I-v v I-vvl--

Þ~rνu 1 (]()αr σocpfl守宮 11!"6~0ν &:1ν/8με|νoν・

一一 1- v v 1ー II-vvl-vvlv

。る rap1 "αJθo61 cppασ!"os g 1ωs eπ61νεzμ占ν丘|吋pos

- - 1-v v 1 - v v 1-vv 1 - v v 1-v 

帝νiJAμαs1， oh'&νεI()εis 11 "a!"()aνε1 "YJpoμo 1 À~s. 

- v v 1 -v  v 1ー II-vvl-vvlー

帥 おそらくへルミッポスに由来すると思われるこの辞世の句の主意、は，人々から名

声を勝ち得た人生も所詮は短く虚しいものであるということにある。間!"aAaco・

νe:Uerαzはアンプロシウス訳 mentitur(Hubner 341)， アーベルト訳 vort-

auscht (Apelt 229)を採り， r本当らしく見せかける」と解する。ヒッグス訳

life boastsは， r見せかけの喜びを与えられた我々がその喜びを誇る」というこ

とか?Liddle & Scott， 1， 3， depreciate invidiouslyには賛成できない。

帥 ガリア地方アルレアトスの出身で， 150年頃没している(生年は80~90年〉。哲学

にも従事したが，むしろ博学な弁論家として活躍した。ゲリウスは，彼のローマ

時代における信奉者である。彼はプノレタルコスとも交際し，自著を献じている。

哲学的にはアイネシデモスの影響でピュロニズムを信奉したが，自らをアカデメ

イア派に数えている。著作は， スイダスによれば， rホメロスの哲学について~，

『プラトンについて~， 11 ソクラテスとそのエロスの術~， 11哲学者たちの生活につ

いて~， 11金言集』などがある。
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テオフラストスの生涯と著作 (1) 

帥 スミルナ生まれで、，カリマコスの弟子 (dKαμrμaχε10官， Athe， II 58f.)と呼

ばれる伝記作者。議論は前3世紀後半て、ある。カリマコスが著した dν日正ε宮 叫ν

Sνπdσ守1 '/rαloo{al 01αAaμφat'1剖 ν正αeiiJνσuνerpαゆαν(全学芸分野における

優れた人々とその著作の表〉は，アレキサンドリア伝記学，とりわけへノレミッポ

スにとって重要な意味をもっ。多分，弟子としてこの仕事に携り，この経験を生

かして自分の仕事を進めていったものと推定される。彼の大部な書 'UsiOI (伝

記)11 は， 学問的なものと非学問的なものとが錯雑として交じり合っているが，

後者に，彼の真骨頂がある。この中には，逸話，情事，常規を外れた事，死に様

などの報告が含まれる。特に，死に様 (rsJ.εur:a{)の報告は，ディオゲネス・ラ

エノレティウスがその抜粋を作り， 'Uパ γメトロス(様々の韻律による詩集)11(DL 

VII 31)に利用したものである (RE，XV， 845-52)。

Thの著作目録は， アンドロニコスより古くはヘノレミッポスにまで遡る。その

証拠は， (1) 'U植物誌H:πope仰 r(jjν[qrop{α宮〉第7巻末尾の subscriptio(Codex 

Urbinas)において， この巻の異名 '/rope仰 urανI/C(jjν /Cae'/r01ωoaJν『小海木

と草』の典拠がへノレミッポスとされていること， (2) 'U形而上学』断片末尾の

subscriprioにおいて，アンドロニコスとへノレミッポスの目録が言及されている

ことで‘ある。

従来， Arの目録もへノレミッポスに遡るとされてきたが，モ p (Moraux， 211-

47)は， DLの目録も Hesychiusの目録も内容別の配列なので，アルファベッ

ト配列をもっカリマコスの dνα/Col:に従うへルミッポスに Arの目録を遡らせ

ることはできないとして，その代わりに，ケオスのアリストン (DLV64)をそ

れらの出所とする。 Thの目録については，へノレミッポスに帰することに賛成す

る (Moraux246)。

同 アイオリス地方ピタナイオスの生まれで，へノレミッポスによれば， 75歳で死んだ

(DL IV 44)。ラキュデスが，彼の死後，アカデメイアを継いだのが第134オリン

ピア紀第4年 (B.C. 241/0)だからのLIV 61)，生年は前316/5年となる。ア

ポロドロスの報告 (DLIV 45)は採用しない (cf.Zcller， 508， 1)。故郷で数学

者アウトリュコスに学ぶ。後見人でもある兄モイレアスは彼を弁論家にしようと

したが (IV29)，別の兄ピュラデスがひそかに彼をアテナイヘ連れ出した。アテ

ナイでは音楽家クサントスやテオフラストスに学ぶが，結局アカデメイアのグラ

ントルの下へ行き (IV29)，ポレモン (IV24)，クラテス (IV23)の影響もうけ

る。詩文にも優れ，ホメロス， ピンダロス，イオンを研究 (IV31)。故郷に財産

を有し，エウメネス王の援助を受ける(IV38)。失敗に終わった公使の任務の他

には政治に関わらなかった。アンティゴノス・ゴナタスの謁見を拒否した話が有

名である。ミュニキア及びベイライエウスのマケドニア守備隊長ヒエロクレスと

は陀懇だった (IV39)。公然と売笑婦と暮らしたので，ストア派のキオスのアリ

ストンに非難された(IV40)。アノレケシラオスは中期アカデメイア派の創始者と

いわれ，その懐疑主義によって知られる。プラトンを尊敬しその著作の写しをも
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っていたといわれる (DL1V32)。彼の説がエポケー(判断中止〉自体を目的と

した (SextusEmpiricus， adversus Mathematicos 1 232) ものでピュロン

主義と同じである (Eusebius，prae..eva. X1V. c. 6，PG 21， 1201'.， Zeller， 

512)のか， そのエポケーはあくまで、真理発見のための方法で、しかない (Cicero，

Academica II 60.. Arnim， RE， II， 1166)のかということをめぐり論争がある

(近代の論争史の紹介， J. Grucker， Antiochus and the late Academy pp. 

32-5)。彼の懐疑主義はストア派の独断主義と戦うものであった。彼は，ゼノン

が知と感覚を媒介するものとして立てた把握的表象が真理の規準を含むことに，

反駁の矢を放った (Sex.Emp;， adv. Math. VII 150-157.， cf. A. Doedecke-

meyer， Die Geschichte des Griechischen Skeptizismus， pp. 35-6)。因み

に，アルケシラオスもゼノンも共にアカデメイアのポレモンに学んだことがある

(DL 1V 24， VII 1)。
帥 アルケシラオスに傾倒し彼の死後はアカデメイアの学頭職を継ぎ(第134オリン

ピア紀第4年 B.C. 241/0， DL 1 14， 1V 59)，死ぬまで26年間指導にあたった

(B. C. 241/0-216/15， DL 1V 61)。アポロドロスの報告によれば (fr.70 Jacoby) 

18年間指導した後に隠返し，カッリストラトスのアノレコーンの年(B.C. 206/め

まで'18年間生きた(別の報告では隠退後10年間生きたという〉。まじめな人柄で

あり，若いうちから勤勉で，貧しさの中にあっても優しく人付き合いの良い人で

あったという (DL1V59)。新アカデメイア派の創始者と言われる (DL114， 1V 

59)が，それは，ラキュデスがエポケーの立場に留まらず，撤底した懐疑に進み，

賢者は見解をもたない (&o6eIXO'!"OS)，物を覚えないほμ叫凶νεu!"O宮〉と述べた

(Eus巴bius，prae， eva. X1V '1， PG. 21， 1209) ためで、あると推定される

(Sext. Emp.， ad. Math. 1 220などにおいては，カルネアデスが新アカデメイア

の創始者となっている〉。彼は優れた教師であったらしく， ストアのクリュシッ l

ポスも彼に学んでいるくDLVII 183)。アッタロス王から庭園を贈られ，そこで

講義したらしい (1V60)。

倒以下の目録は4つの部分から成る。筆者が Longの textに付した番号に従うと

次の様になる。 1，No. 1-109 (p. 217， 11-p. 221， 6 Long)， II， No. 110-175 

(p. 221， 7-p. 223， 15)， III， No. 176-204 (p. 223， 16-p. 224， 15)， 1V， No. 205-

226 (p. 224， 16-p. 225， 9)0 1はアルファベット )1買であるが，ムの部分における

No. 22-27 (p. 218，5-10)は，デモグリトス関係の書が彼の名に従ってまとめて組

み入れられたもの， Zの部分における No.41-48 (p. 218， 25-p. 219， 2)は，動

物学関係の書がまとめて組み入れられたものである。 A の部分における NO.13

(p.217， 23) 1Copi !"Wν1.(OOU戸νων IX's'の乱れについてmρJτwν&1C01.(OOUμゐων

(Regenbogen， RE 1408)， 1Copi no¥I &1C01.o1.(O叫 d，ν剖ν(Usener，4)の修正が

ある。 Eは Iの補遺 (ID，Nも同様〕であり，各著作の巻数は Iに比べ少ない。配

列はアノレファベット )1買であるが若干の乱れがある oNo. 126 (p. 221， 23)， No. 138 

(p. 222， 5) 1Copi OIX1.a"，ポゲ(ウーゼナーは町時σεωEを補う usen巴r，14)， 
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No. 142 (p. 222， 9) 7rF.pe〆1:pωνα，(:πεpeμo1:oWPων 日'の読みもあるO本書の

混入に関する推定は Usener，14を参照〉である。 No.121 (p. 221， 18) rrop、

1:WνaOl/C1jμa1:ων IX'， N o. 150 (p. 222， 17) rropiπαpavo，μωνα'は乱れではな

い。皿に含まれる著作の内， No. 176-179 (p. 223， 16-19)の四著と No.189 (p. 

223， 29)と No.203 (p. 224， 14)はと Eには含まれない新しいものだが，

他の大部分は， 1とEに含まれるものと同様である。 Eの配列はアルファベット

順ではなし、。 Nの配列は再びアルファベット順だが，若干の苦しれがある。 No220 

(p. 225， 3) rropi apl8μGν a' (Usener， 12の推定 rropiβu8μ伽 a')，No. 222， 

223 (p.225， 5-6)， No. 225 (p. 225， 8)， No. 226 (p. 225，のである。 No.221 

(p. 225， 4) OpW'/:l吋 rropi~é~ôω官 συ以or l σμWν a' は Z の部の著作と見倣す。

「植物誌」第7巻末尾における，書名異同を報告する subscriptio(Codex Ur. 

binas)と， I形而上学断片」末尾に見える注から，古代における二つの目録の存

在が確められる (cf.注31)。へノレミッポスは前3世紀後半の人で当時のアレクサ

ンドリアの図書館を利用して目録を作成したと思われる。これは個別題に基づい

たアルファベット順のものである。アンドロニコスは，前 1世紀中頃ローマにお

いて，アリストテレスの全集を出版した人で，その目録は集合題に基づく。本目

録はへノレミッポスを基礎とするが，集合題も含まれているのでアンドロニコスも

併用したと考えられる (cf.Regenbogen， RE， 1364-68)。目録の最後に添えら

れた行数記載はカリマコスの rrfVIX/Co Sの様式を反映したものと推定される

(Frazer 453)。なお，個々の著作への註は，訳註の後にまわした。

同 Diogenes Laertiusには哲学者の遺言書が7つ残されてL、る。 (Plato，III 41-3， 

Epicurus， X 16-21， Aristot1e， V 11-16， Theophrastus， V 51-7， Strato， V61-

4， Lyco， V 69-74) Ar以下 Lycoまで322年から 288/5年までのベリパトス学

派の学頭の遺書を尽くしているが，これらに基づいてベリパトス学派の学園の施

設問題を論じたものとして， H. B. Gottschalk， Notes on the wills of the 

peripatetic scholarchs， Hermes 100 (1972) pp. 314-342がある。上の遺言書

の中では Thのものが最も十全なものであり， ギリシア人の遺言書の法律的取

扱における尺度となり得る。このことは Thが専門の法律書を書いたことと無関

係でない (cf.Bruns， 24)。これらの遺言書は， Stratoの項の記述 (V6めか

らみて， 前225年に Lycoから学頭職を継いだケオスのアリストンが集めたも

のである。真偽問題は，グラントの疑いに対するツエラー (Zeller，lI4， 2， 41， 2) 

の批判以降，一般に真作性が承認されているので，ここでは論じなし、。

倒 この導入形式は， Arをはじめ他の遺言書にも見られる (Bauchet665-6)。

伺多分， Thの兄弟。

同 Thはヒッパノレコスに金を貸していたと考えられる。 T改πap'‘Iππ#x.oυσuμso-

pぇ手μeνaは， Iヒッパルコスによる積立金 (abHipparcho suppeditata， Am. 

brosius訳， fol. Cobet)Jではなく， Iヒッパルコスから(返済を〉約束された

もの」である。 συμßá~~ôl ν は契約を結ぶの謂。 συμß6~α(O lJ， σußôß~1jμ4νoν は
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契約を表わす一般的表現である。 cf.Bruns， 28-9.， Bauchet， 700(1). 

倒遺言事項の中で「譲る oEdωμtJと言われるのは私財であり， r望む sou).oμαtJと

言われるのはポリスの公共物に関してである (Lynch99)。

帥 ブノレンは「ムーサの社殿 μoυl1eioν」と「社殿 fεp6ν」は同じだとする (Bruns，

29)。リンチは， Apollo Lykeiosの聖域全体が 2sp6νだとする (Lynch，10l)。

住D リュケイオンに近い Thの庭園はポリスの城壁の外にあった(注目参照〉ので，

外敵の包囲に際し大きな損害をうけることになった。ここで、修復を必要とするほ

どの破壊が行なわれたのは，ポリオノレケテスの2度目のアテナイ攻略の時 (B.C.

296-294) か， アテナイが彼の支配に反抗した時 (B.C. 289-287) であろう

(Lynch， 105)。

幽帥 ムーサの社殿には二つの柱廊が付属していた。

同 ニコマコスについては注22を参照。

帥 前4世紀中頃に活躍した(大〉プラグシテレス (rクニドスのアプロディテJ，rオ
リンピアのディオニュソスを抱いたへルメス」などの作品がある〉とは別人であ

る。 Theocritus，V 105への注釈(}.Overbeck， Die antiken Schriftquellen 

zur Geschichte der bildend巴nKunste bei der Griechen， 1868， p. 398， 

2073)にプラグシテレスがアンティゴノスの子デメトリオスの王の時代 (B.C.，

294-288)にいたと記されている。 Thの没年が前287年だから，彼もその近くに

生きていたわけであり， このことは上の注釈の報告の年代と合う。(大〉プラグ

シテレスは &raAμα'tolrot6s(神像の作り手)と呼ばれたが，この人は avdptω-

'l"olrot61: (人像の作り手〉と呼ばれた。

。骨 多分， Arから譲られていたもの (Lynch，10l)。

帥次に出てくる共同体の成員。

倒 ネレウスは， Arの著作の中で‘度々名前が挙げられる「コリスコス」の息子で，

スケプシス出身， Ar及び Thの弟子 (cf.Strabo， XIII， 1， 54)0 Thはネレウ

スが後継学頭に選出されることを期待し， Arの遺稿も含まれる自分の文庫を彼

に譲った。だが，期待に反し，ストラトンが学頭に選出され，恨みからであろう

か，ネレウスはその文庫をスケプシスに持ち帰り子孫に遺した (cf.v. Arnim， 

Neleus von Skepsis， Hermes， pp. 103-7)。その子孫はベルガモンの王(エ

ウメネス E世〉の書物狩りから文庫を守るために穴倉 θt (jjρO~ 'I"tのにこれを隠

し，湿気 (νoda)と虫食〈σ号Tε1:)にまかせていたが，前 1世紀の初め，愛書家

テオスのアベリコンとL、う人がこの文庫を買い取り，アテナイでそれの低質な写

本を多く作って販売した。アベリコンの死後，スッラがアテナイを占領した際，

この文庫をローマに持ち帰ったが， Arを好んだ文法学者のトゥラニオンという

人が，ローマの図書館員からこれを手に入れた (Strabo，XIII， 1， 54)。彼は文庫

を大部分整理したが，アンドロニコスはそれの写本を入手し，出版した。その

際， 目録も作成した (Plut.，Sulla， 26， 1)。この有名な話は，にわかに信じがた

い。というのは，ヘルミヴポスに帰せられる Arや Thの目録は，前3世紀後半
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においてアレクサンドリアの図書館に彼らの著作がかなり存在していたことを示

すものだからである。 Athenaeus，3A-Bの報告も参照。しかしモロの様に

(注31)，Arの目録をヘルミッポスに帰さなければ， この話の信j窓性も出てくる

わけである。 cf.Guthrie， 59-65. 

同 ファレロンのデメトリオスの仲介で取得した私有地。注27を参照。

帥 上記の庭園の付属物で、あって， Arが教えた「リュケイオンのベリパトス」とは

異なる (Lynch101)。散歩道が屋根のついた建物だったか単なる並木道であっ

たかということに関して異説がある (H.B. Gottschalk， ibid， pp. 333-35)。

倒 ヒッパノレコス， Arの遺言書に見える管財人とは別の人である。 Thに借金をし

ていた実業家であろう。ネレウス，前出。ストラトン，仰σtK:o守と呼ばれた Th

の後継学頭(在任，第123オリンピア紀〔前288ーのから18年間〉。プトレマイオ

スの息子フィラデルポスの家庭教師をし 80タラントンの報酬を得る (DLV 

58)。デマラトス， Arの娘ピュティアスとラケダイモン系のプログレスとの聞に

できた 2子のひとり (Sext.Emp.， adv. Math. 1 258)。カッリステネス， カッ

リノス，ニキッポスについては不詳。

倒 ピュティアスは3度結婚した。初婚はカッサンドロス配下の守備隊長で Arの甥

ニカノル。ニカノノレの早死て、子供がなかった。 2度目はプログレスとの結婚で二

子(プログレス，デマラトス〕をもうけた。 3度目がグニドスのクリュシッポス

の弟子メトロドロス(注57を参照〉との結婚でアリストテレスをもうける。この

子は， Thの死の時点で未だ成年に達していない。

同庭園内で埋葬可能というのは，この庭園が城壁の外にあったことを示す。多分リ

ュケイオγに近い (Lynch，101)。

倒 ストラトン (V61)の遺書では「賛沢でもなく見苦しくもなく」となっており，

リュコンの遺書でも同様だが，彼は自分の像を立てるように命じている (V71)。

倒 ポムピュロス，注5参照。トレプテスは彼の妻。

同遺言条項の第一に，家にある財産は，一切彼ら二人のものとの指示があるから，

ヒッパノレコスへ貸してあるものも彼らのものであろう。従って，本来は， ヒッパ

ノレコスが全額を二人に返済しなければならないが，彼の経済的逼迫がこのことを

不可能にしたので，そして，二人には遺言執行が難しい事情があったので，取り

合えず， ヒッパノレコスから夫々にータラントンを支払わせ，残りを遺言執行に充

てることにしたと思われる。

側 ケオス島イウリス出身。父は一時セレウコス一世の侍医であったクレオンブロト

ス，母は医者メディオスの妹姉であるタレトグセネ (Suidas，Epαqun:pα'Z"os)。

へロピロスと並ぶヘレニズム期の大医学者。アクメーは第130オリンピア紀第3

年(前258年〕とも第4年(前257年〉とも報告されている。彼の師は，プトレ

マイオス E世の侍医であったグユドスのグリュシヅポス(前277年没〉である。

この人の祖父で、同名のグリュシッポスは， クニドスのエウドクソスと共にエジプ

トへ行ったことがあるが， Arの娘ピュティアスの三番目の夫メトロドロスがこ
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のクリュシッポスの弟子で、ある。エラシストラトスはアテナイに出て来てからは

この人に学び， Thにも学んだ (RE，VI， 333-4)。彼は自らの生理学の基礎をデ

モクリトスの原子論に置いた〔空虚を物体によって分けられた不連続のものと見

倣すなどの修正は行っている， cf.西川亮「デモグリトス研究Jp. 111)。また，解

剖lを手がけ，動物と人間の脳構造の比較や死体の病変部の研究を行った (RE，

VI， 336)。身体の基本部分として管の三区分 (1:pI7rAo/Cea 1:WIJ &rrε向のを立

て，血管(静脈のこと)，アノレテリア(動脈のこと)，及び神経の理論的に想定さ

れる細管から身体が出来上がっているとした。また，血液が栄養源として血管の

中を通って全身に行き渡り，気息、が活動を伝える働きをする (RE，VI，337-8)と

した。心臓は血管とアルテリアの起点とされるが，プラグサゴラスは血管にだけ

血液があり，アルテリアには気息しかないとしたが，エラシストラトスは，血管

とアノレテリアは毛細管でつながっていて，気息がアルテリアから流出する時出来

る空虚へ若干血液が流れ込む (πpoC;1:O /C IUO~μενoν á:/CoÀouOé a の法則による)

とした (RE，VI， 340)。彼によれば，胃で消化されて出来た血液は肝臓で浄化さ

れ心臓に入いり全身に送られるが，アノレテリアには流れない。気息は内在せず，

外から呼吸により取り入れられて肺ーから左心室へ入いり，そこで，脳へ行くアル

テリアの中を流れるものと全身へ向かうアノレテリアの中を流れるものとに分かれ

る (RE，VI，341)。また，脳は神経の起点で、あり，神経には感覚性のものと運

動性のものとがある (RE，VI， 343)。エラシストラトスと偽アリストテレス

「気息について」との関係を扱ったものとして W.Jaeger， Das Pneuma in 

Lykeion， Hermes， 48 (1913) pp. 58-74がある。

※ 著作目録の註は紙数の都合で次回にまわすことにした。

- 34ー




